


















されたことは,近 代 日本 におけるデザインの




商工展の図案部門を概観 し,辿 った経過 と背
景について考察した。
1913(大正2)年 の第1回 農展 の目的は,
「意匠圖案の改善発達 と其の応用作品の進歩


































法を知 るうえで も興味深い。 また,陶 磁器,
漆器,金 属器 といった素材にとらわれず,そ





しか し,第6～7回 展(大 正5～6)の 農












展は 「國産奨勵會」主催 となった時期,輸 出
振興 ・国産奨励 という国家的使命 を帯びた展
覧会 としての様相 をより鮮明にしていったの
である。







重視 しようとしたものだった。当時,日 本 を
揺るがしていた第一次世界大戦 とい う世界的
戦争への参加は,日 本の存在 を欧米列強 にア
ピールすることでもあった。こうした状況の








































少な くな く,図案家 という職能が日本全国的
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